
8

試
験
開
始
後
六
0
分
を
経
過
し
な
い
と
退
室
で
き
な
い
。

ま
た、

試
験
終
了
前
一

0
分
間
は
退
室
で
き
な
い
。

退
室
す
る
と
き
は、

手
を
あ
げ
て
申
し
出
た
上
で、

試
験
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と。

な
お、

解
答
用
紙
は
机
上
に
置
き、

そ
の
上
に
試
験
監
督
者
が
配
付
す
る
用
紙
を
重
ね、

問
題
冊
子
と
下
書
き
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と。

7

解
答
作
成
の
際、

句
読
点
・

カ
ッ
コ
は
字
数
に
含
め
る
こ
と。

6 5 4 3
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ー 令
和
五
年
度

机
上
に
受
験
票
を
提
示
し
て
お
く
こ
と。

監
督
者
の
指
示
が
あ
る
ま
で、

こ
の
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
な
い
。

解
答
用
紙
す
べ
て
に
受
験
番
号
・

氏
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と。

受
験
番
号
・

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
答
案
は
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
る。

こ
の
冊
子
は
問
題
用
紙
（
ー

ニ
頁）
・

解
答
用
紙
（
三
枚）

か
ら
な
っ
て
い
る。

落
丁
・

乱
丁
お
よ
び
印
刷
が
不
鮮
明
な
箇
所
が
あ
れ
ば、

手
を
あ
げ
て
申
し
出
る
こ
と。

解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
箇
所
に、

縦
書
き
で
記
入
す
る
こ
と。

〔
注

意〕

公
共
政
策
学
部

学
校
推
薦
型
選
抜

小
論
文



-1-

次
の
文
章
を
読
ん
で、

あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
六
0
点〕

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-2-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-3-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



問 問

を
述
べ
な
さ
い
。
（
六
0
0
字
以
内）

「
空
気」

が
話
し
合
い
や
集
団
的
意
思
決
定、

ひ
い
て
は
民
主
主
義
に
与
え
る
影
響
を
述
べ
た
う
え
で、

そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え

に
入
る
文
章
を
記
述
し
な
さ
い
。

(

1

o.
o
字
以
内）

一

九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年）

に、

東
京
都
干
代
田
区
の
三
菱
重
工
業
東
京
本
社
ビ
ル
が
爆
破
さ
れ
た
無
差
別
爆
弾
テ
ロ
事
件。

同
社
社

（
出
典）

山
本
七
平
『「
空
気」

の
研
究』

文
藝
春
秋、

昭
和
五
十
二
年。

た
だ
し、

出
題
の
都
合
上、

原
文
の
一

部
を
変
更
し
た。①-―――一＿＿＿一―――

」

に
は、

著
者
の
い
う
「
差
別
の
道
徳」

の
定
義
が
書
か
れ
て
い
る。

前
後
の
文
章
か
ら
推
測
し
て
「

」

゜

傍
線
部
「

員
と
通
行
人
に、

八
名
の
死
者
と
多
数
の
負
傷
者
が
出
た。

*
1
 

-4-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）









一

一

一

次
の
文
章
を
読
ん
で、

あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
六
0
点〕

-8-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-9-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-10-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-11-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



問 問 *

3

*

2

*
1

 

注

人
間
と
技
術
の
関
係
に
つ
い
て
の、

筆
者
の
見
解
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い。
（
五
0
0
字
以
内）

い。
（
三
0
0
字
以
内）

（
出
典）

堀
内
進
之
介
『
デ
ー
タ
管
理
は
私
た
ち
を
幸
福
に
す
る
か
？

上
に
役
立
つ
心
的
技
法
と
見
な
さ
れ
る。

且
n
g
ビ1ess0

追
跡、

追
尾
を
意
味
す
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
（
日ac
kin
g)

か
ら、

We
b
サ
イ
ト
閲
覧
や
ア
プ
リ
利
用
状
況
な
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
行
動
を
追
跡
・

分
析
す
る
技
術
の
こ
と
を
指
す。

T
ime
 (
時
間）、
Place
(
場
所）、
Occasion
(
場
合）

の
頭
文
字
を
と
っ
て
つ
く
ら
れ
た
造
語。

当
初＼

時、

場
所、

場
合
に
即
し
た
服
装

を
す
べ
き
と
い
う
意
味
合
い
で
使
わ
れ
た
が、

そ
れ
以
外
の
場
面
で
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る。

今
こ
の
瞬
間
の
自
ら
の
精
神
状
態
に
深
く
意
識
を
向
け
る
こ
と、

ま
た
そ
の
た
め
に
行
わ
れ
る
瞑
想
を
指
す。

ス
ト
レ
ス
軽
減
や
集
中
力
の
向

た
だ
し、

出
題
の
都
合
上、
一
部
改
変
し
た。

自
己
追
跡
の
倫
理
学』

光
文
社
新
書、

二
0
二
ニ
年。

筆
者
が、

傍
線
部
に
お
い
て
「
能
力
の
単
純
な
向
上
・
増
強
で
は
十
分
で
は
な
い
」

と
述
べ
る
の
は
な
ぜ
か、

本
文
に
即
し
て
説
明
し
な
さ

-12-




